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　2月23日（木）、自動車研究開発科1年生
は、今年9月開催の「全日本学生フォーミュラ
大会」に向けてのモックアップ発表会を実施し
ました。
　このイベントは昨年12月に自分達の造り
たいマシンの企画コンセプト評価会で出た課
題を解決しながら、実際の車両製作への最
終判断をするイベントとなっています。
　この日は、担当の先生だけでなく、上級生
も参加して過去の経験から様々なアドバイス
をもらう事で、より実践的な車両製作に繋が
るイベントとなりました。1年生はこのイベントで
新たな課題も見つかりましたが、皆のチームワ
ークで頑張ってくれるでしょう。

転任の挨拶新任の挨拶

教務部  沼田 昌彦
　4月1日付でホンダ学園関
東校に異動となりました。
　在籍中は、クラス担当や
授業担当をはじめ、行事関連
の企画、教務部の運営まで、
様々な仕事を経験させて頂き
ました。
　今後は、関西校関東校の
枠を越え、ホンダ学園として
学生に選んで頂ける、素晴ら
しい学校になるよう努力して
いきたいと思いますので、引
き続きご協力をお願いします。

教務部  橘 裕
　4月1日付けで関東校か
ら赴任いたしました。 
　関東校では様々なイベン
トや同好会活動を通して、
楽しい学園創りを行なって
きました。関西校でも同様
に、皆さんと一緒に学園生
活が楽しいと感じて頂ける
ようがんばって行きたいと
考えていますのでよろしくお
願いします。 

学務室  川添 学
　4月1日付けで、鈴鹿製
作所からホンダ学園関西
校へ赴任しました。
　鈴鹿製作所では12年間
ラグビーを続け、また業務で
も様々な事に携わってきま
した。そこで培った経験を学
生の皆さんの為に活かせた
らと思っています。 心機一
転、ゼロスタートで皆さんと
一緒に頑張っていきます。 

教務部  馬渕 健大
　3月1日付けで本田技術
研究所 二輪R&Dセンター
から赴任いたしました。
　今まで培ってきた経験・
知識をより多くの学生に伝
えていきたいと考えていま
す。
　明るく・楽しく・元気に
やっていきたいと思います
ので、どうぞよろしくお願い
致します。

学務室  壹岐 拓馬
　3月１日付けで本田技研
工業鈴鹿製作所より配属に
なりました。
　昨年までの 4 年 間は
Honda鈴鹿硬式野球部とし
て活動を行っておりました。
初めての事ばかりですが、こ
れまでの経験を活かし、学生
と関わっていき、社会に必要
とされる人材を育てていきた
いと思っておりますので、よろ
しくお願い致します。

教務部  松村 哲郎
　３月末を持ちまして、ホン
ダカーズ大阪へ復帰する
事となりました。皆さんに
「販売会社で即戦力」の整
備士になって欲しい想いで
授業をしてきました。これか
らは、販売会社の立場から
ホンダ学園をバックアップさ
せて頂きますので、一緒に
頑張りましょう。１年間あり
がとうございました。

教務部  大石 敏貴
　4月から本田技術研究所
二輪R＆Dセンターに異動す
る事になりました。
　ホンダ学園では、今まで自
分が経験してきた事を伝えて
学生の成長の手助けが出
来ればと取り組んできました。
これからもホンダ学園を誇り
に新しい業務にチャレンジし
ていきます。短い期間ですが、
お世話になり本当にありがと
うございました。

学務室  伊藤 裕敏
　4月1日付けで、鈴鹿製作
所へ異動する事になりました。
ホンダ学園関西校では、クラ
ス担任から就職、学生募集
と多岐に渡って様々な経験
をさせていただきました。
　今後は、ものつくりの最前
線でお客様に喜ばれる高品
質のクルマを造りたいと思っ
ています。今までお世話にな
りありがとうございました。

●自動車研究開発科

STUDY1年生モックアップ発表会1年生モックアップ発表会

　3月10日（金）、大阪狭山市「SAYAKAホール」において、平成28年度卒業式が執り行われました。式は
「卒業証書」授与に引き続き、在学中の成果に対しての各種表彰・認定証の授与が行われました。
　また、ご出席いただいたご来賓を代表して、大阪狭山市長 古川 照人様から卒業生への励ましのご祝辞を
頂き、式の最後は卒業生を代表して、自動車整備科 泉 光希君が、いままでの感謝とこれからの社会人として
の夢と誓いを「答辞」として述べて締めくくりました。
　卒業式後の「謝恩パーティー」では、仲間同士で写真を撮ったり、ゲーム大会で楽しんだりしながら和やかな
雰囲気でお開きとなりました。
　卒業生の皆さん、これから社会人としてのご活躍を祈念しています。

平成28年度 卒業式
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卒業証書授与式（大阪狭山市SAYAKAホールにて）

　2月22日（水）、一級自動車整備
研究科3年生は、Honda純正アク
セサリーを開発生産している株式
会社ホンダアクセス様ご協力のも
と、株式会社スリーボンド様より講
師をお招きしボディーコート研修を
行いました。この研修の目的は、こ
れから就職する職場において、皆さ
んが即戦力として活躍できるように、
職場で役立つ知識とスキルを身に
つけることです。
　最近では、新車納車時にボディ
ーコーティングを施されるお客様が
増えています。その為にも、効率的
な作業方法などの基礎部分を学習
し、実際に教材車を使ってボディー
コートを行いました。施工前・後の違
いを、見て・触って確かめながら、作
業の精度やコーティングの効果を
確認していきました。

【学生の感想】
私はホンダ中古車専門店に内定が決まっており、入社後は今日の研修で学
んだスキル・知識を活用し、即戦力として活躍できる人材になろうと思いました。

●一級自動車整備研究科

STUDYボディーコーティングを学ぶボディーコーティングを学ぶ

教材車を使ってのボディーコート実習

校長就任の挨拶

校長就退任の挨拶

　Hondaに入社後、株式会社本田技術研究所にて自動車用自動変速機の先行研究と量産開発に16年
間携わりました。特に2001年に発売され多くのお客様にご好評いただいた初代Fitは、思い出の一台であり現
在も所有しています。その後、ホンダ学園関東校へ移り、自動車の開発エンジニアを育成する学科にて7年間
教鞭を取り、5年前より関西校にて、前校長をサポートする立場で学校運営を学んできました。
　今回、関西校の校長を拝命するにあたり、かつて経験のない重責を感じております。
　現在、自動車業界は急速なグローバル化と新たな技術革新を続けており、環境･安全･情報の高度化に対
応したサービスや開発を担う多くの若きエンジニアが求められています。それに対してメーカー校としての強みを
活かし、技術革新に沿ったカリキュラムを開発し、実践を通して技術の本質を教えることで応えることができると
考えています。校長 五月女 浩

　本田宗一郎初代校長の示した「建学の志」とそれを基にした「育成方針」は、ひとことで言えば「技術者である前に、立派な人格者であ
れ」という“人づくり教育”であり、「この学校の卒業生は皆幸福だ」と言われるようにすることが我々の使命です。創設者の志を守り、これ
までの歴史を礎にして、教育としての新たな価値を提供することで、より多くの皆様に選ばれる学園となることを目指し、全力で頑張って参
ります。これまで以上の皆様のご理解とご協力、何卒よろしくお願い致します。

校長退任の挨拶
　学生・保護者の皆様、関連する企業の皆様、学園(関西校)の教職員の皆様、全ての方に感謝致します。
　校長就任前の企業内での人材育成業務から、就任後は今まで経験したことの無い学校教育に携わること
が出来、元気な学生の皆さんと毎日を楽しく接しながら、自分自身も成長出来た素晴らしい4年間でした。
　特に、「専門学校の役割や整備士の魅力をどのように高校生やその保護者の皆様に伝えるべきか」を悩み
ながら毎日を過ごして来ましたが、学園の魅力を伝えることの難しさを改めて感じました。また、「自動車産業を支
える整備士や技術者を育てる仕事の重要性」も、今まで以上に実感出来たと思っています。
　学園を取り巻く環境は、益々厳しくなって参りますが、是非とも、後任の五月女校長と力を合わせて頂き、これ
からも「自動車産業の安全・安心を守るための素晴らしいホンダ学園の魅力発信」をお願いします。
　この4月からは、法人本部にて、各校を支える仕事をさせて頂くことになりますので、直接、学生の皆さんとお前校長澤田 武美

話する機会は少なくなりますが、これからも教職員の皆さんと共に学園の将来に向けて取り組んで参りますので、引き続きご指導の程、よ
ろしくお願い致します。ありがとうございました。

卒業式後の謝恩パーティー

代表者による各種表彰

経験を踏まえた上級生によるチェック

「大阪狭山市軟式野球大会」準優勝！ 「大阪狭山市軟式野球大会」準優勝！ 

同好会レポート野球同好会

　2月5日（日）から始まった「大阪狭山市軟式野球連
盟木下杯」に出場していた、野球同好会は、1回戦から
接戦を制しながら順調に駒を進め、3月5日（日）に決勝
戦を迎えました。
　決勝の相手は地元の社会人を中心にした強豪チー
ムで、最後まで頑張りましたが、惜しくも敗戦となりました。
　しかし、大会を通して日頃の練習の成果が発揮され、
全員の力で準優勝を勝ち取る事ができました。この勢
いで4月から始まる「大阪狭山市春季軟式野球大会」
に挑みます。
　昨年優勝している大会でもあるので新入生を加え、
全員の力を合わせて連覇を目指します。 準優勝の表彰状を持っての集合写真


